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BIMモデル承認0.5の実証
■ 2021年度活動報告より抜粋

2014～ 2020 2021 2022 2023～

BIMモデル合意

BIMモデル承認

BIMモデル合意1.0 ⇒ 2.0

● 一部の工種から全ての工種へ…順次増加を期待

● 躯体図自主チェックの対象に深堀り実施、今後試行・検証へ

● 設計間の照合効率化

● 製作図チェックの効率化を目指す

他施工図へ展開BIMモデル承認0.5

他製作図へ展開BIMモデル承認0.75

Xへ…BIMモデル承認1.0

専門工事会社参画▲

設計関係者と協議開始▲

見直し!

2022年度：BIMモデル承認0.75の検討 及び BIMモデル承認0.5の実証

グループB： BIMモデル承認0.5の実証
⇒躯体図を対象とし、BIMモデル承認の定義・手法が実用に供せるかどうか、を検証・実証
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●●●図

施工BIM
モデル

BIM由来の2D・3Dアウトプット等 設計者等による主観判定

① BIMモデル合意

検証用モデル 項目別検証プログラムによる判定

出力情報 比較情報項目別比較プログラムによる判定

出力情報 基準DB等

データベース同士を
項目別比較プログラムで
合致の判定を行う

BIMからの
アウトプットを基に
可否判定を行う

各種基準のデータベースと
項目別比較プログラムで
基準合否の判定を行う

検証プログラムにより
シミュレーションを行い、
可否の判定を行う

② モデル間情報比較

③ 基準照査

④ 機能・性能評価

●●●図
チェックリスト

□ ●●
□ ●●
□ ●●
□ ●●
□ ●●

●●●図
チェックリスト

☑ ●●
☑ ●●
☑ ●●
☑ ●●
☑ ●●

項目別比較プログラムによる判定

BIMモデル承認0.5の実証
■ 2021年度活動報告 別冊より抜粋
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項目

①BIMモデル合意 ②モデル間情報比較 ③基準照査 ④機能・性能評価

確認
方法

主観評価支援 情報抽出し比較・評価
BIMツール内外の基準情報(DB)
と比較

検証結果確認

判定
方法

手動（目視での確認） 自動 自動 自動

主な
比較・
照合先

設計BIMモデルなど・照合なし
で生産モデルのみの場合もあり

設計BIMモデル
設計図書特記
標準仕様書（JASS等）など

性能基準値
設計条件

難易度 低い やや低い 高い やや高い

主な
活用
ツール

モデルビューアー
建築系BIMツール

表計算ツール
データベースツール

モデルチェックツール
シミュレーションツール
モデルチェックツール

適用
できる
項目数

多い やや多い 少ない やや少ない

今後
必要な
機能

モデルの正当性の担保 情報出力形式の標準化
各基準のデータベース化
モデル分析機能の充実

評価手法の確立が必要

検証用モデル
項目別検証プログ
ラムによる判定

BIM由来の
2D・3Dアウトプット等

設計者等による主観判定 出力情報 比較情報
項目別比較プロ
グラムによる判定

出力情報 基準DB等
項目別比較プロ
グラムによる判定

BIMモデル承認0.5の実証
■ 2021年度活動報告 別冊より抜粋
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イメージ

データの照合

プログラム等による
機械的な判定

設計BIMモデル施工・製作BIMモデル

各カテゴリの概要 カテゴリ2：モデル間情報比較

出力したデータ

OK

全て一致する（差異なし） 一致しない（差異あり）

NG

出力したデータ

照合元 照合先

項目 説明

確認方法 情報抽出し比較・評価

判定方法 自動

主な比較・照合先 設計BIMモデル

難易度 やや低い

主な活用ツール
表計算ツール
データベースツール

適用できる項目数 やや多い

今後必要な機能 情報出力形式の標準化

概要

設計段階、施工段階のモデルから抽出したデータを
照合し、整合性の確認を行う

主な活用例

【基本情報系】
■通り芯符号 ■フロア名称・レベル
【躯体情報系】
■RC躯体 ■鉄骨部材
【仕上げ情報系】
■内部（床・壁など） ■外部

データベース
からの出力

データベース
からの出力

■ 2021年度活動報告 別冊より抜粋
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イメージ

各カテゴリの概要 カテゴリ3：基準照査

基準情報データベース

照合する
基準を選択

特記仕様などの
設計DB

建築工事標準
仕様、JASS等の
DB

項目 説明

確認方法
BIMツール内外の基準情報
（DB）と比較する

判定方法 自動

主な比較・照合先
設計図書特記
標準仕様書（JASS等）など

難易度 高い

主な活用ツール モデルチェックツール

適用できる項目数 少ない

今後必要な機能
各基準の公的なデータベース化
モデル分析機能の充実

概要

モデルデータの分析・データベース化を行った上で、
各種基準（標準仕様、特記事項）に合致しているか
比較・判定を行う

主な活用例

【設計図書系】
■仕様書との比較
【法令系】
■法チェック ■寸法情報 など
【各団体等の基準系】
■屋根勾配確認 ■スリーブ離隔チェック

施工・製作BIMモデル

照合元 照合先

OK

全て一致する（差異なし） 一致しない（差異あり）

NG

データの照合

プログラム等による
機械的な判定

データベース
からの出力

出力したデータ

■ 2021年度活動報告 別冊より抜粋



8
©2023 一般社団法人 日本建設業連合会

イメージ

各カテゴリの概要 カテゴリ4：機能・性能評価

施工BIMモデル

モデルチェックツール

使用データ

シミュレーションツール

機械的な判定

OK

機能・性能問題なし 機能・性能問題あり

NG

項目 説明

確認方法 検証結果を確認する

判定方法 自動

主な比較・照合先
性能基準値
設計条件

難易度 やや高い

主な活用ツール
シミュレーションツール
モデルチェックツール

適用できる項目数 やや少ない

今後必要な機能 評価手法の確立が必要

概要

チェックツールやシミュレーションツールを用いて、
BIMモデルによる建物の機能・性能の評価・判定を
おこなう

主な活用例

【モデルチェックツール系】
■異工種間の干渉
■異工種間のクリアランス
【シミュレーションツール系】
■解析情報
■照明シミュレーション

■ 2021年度活動報告 別冊より抜粋
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⚫ カテゴリ3：基準照査

鉄骨造における設備スリーブの離隔が、設計図に示された

基準に適しているかをエクセルを用いて実証を行った。

活動概要
■ ３つのカテゴリでの実証

⚫ カテゴリ2：モデル間情報比較

躯体図における照合項目において、BIMソフトから出力できる

情報やアドイン等を用いて出力できる情報の実証を行った。

⚫ カテゴリ4：機能・性能評価

鉄骨と設備スリーブの整合性の確認・免震層における各部材の

クリアランスチェックを市販ソフトを用いて実証を行った。
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STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6 STEP 7

設計
モデル

生産
モデル

カテゴリ2：モデル間情報比較
■ ワークフロー

設計

モデル

作成

CSV等

出力

比較

照合

CSV等

出力

生産

モデル

修正

CSV等

出力

生産

モデル

作成

CSV等

出力

比較

照合

比較

照合

※赤文字：次頁以降の説明資料掲載内容を示す
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通り芯
符号

フロア
名称

階高通り芯
スパン寸法

■ 基本情報の比較 各BIMソフトからの出力例

基本情報の出力例

基本情報の照合項目 一例

・通り芯_符号

・通り芯_スパン寸法

・フロア名称

・階高

出力例1

カテゴリ2：モデル間情報比較

STEP3 BIMモデルからcsv等の出力
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基本情報の照合項目 一例

・通り芯_符号

・通り芯_スパン寸法

・フロア名称

・階高

■ 基本情報の比較 アドイン等による出力例

出力例1

カテゴリ2：モデル間情報比較

基本情報の出力例

通り芯
符号

フロア
名称

階高通り芯
スパン寸法

STEP3 BIMモデルからcsv等の出力
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材質設計基準
強度

配置断面
寸法

所属階符号

躯体情報の照合項目 一例

・符号

・所属階

・断面寸法

・配置

・設計基準強度

・材質

■ 躯体情報(柱)の比較 各BIMソフトからの出力例

出力例1

RC柱例1 S柱例1

S柱例2

RC柱例2

カテゴリ2：モデル間情報比較

躯体情報の出力例

STEP3 BIMモデルからcsv等の出力
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S柱例

躯体情報の照合項目 一例

・符号

・所属階

・断面寸法

・配置

・設計基準強度

・材質

・ハンチ形状

■ 躯体情報(梁)の比較 各BIMソフトからの出力例

出力例1

RC柱例

カテゴリ2：モデル間情報比較

躯体情報の出力例

ハンチ
形状

材質設計基準
強度

配置断面
寸法

所属階符号
STEP3 BIMモデルからcsv等の出力
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躯体情報の照合項目 一例

・符号

・所属階

・断面寸法

・配置

・設計基準強度

・材質

・ハンチ形状

■ 躯体情報の比較 アドイン等による出力例

躯体情報の出力例

出力例1 柱例

梁例

カテゴリ2：モデル間情報比較

ハンチ
形状

材質設計基準
強度

配置断面
寸法

所属階符号
STEP3 BIMモデルからcsv等の出力
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■ BIMソフト別出力状況まとめ

凡例

A:ArchiCAD

G:GLOOBE

R:Revit

○:ソフトの機能で情報出力出来る

△:アドイン等を利用すれば情報出力できる

×:情報出力できない

注:各社のBIMモデルのプロパティ情報の持たせ方により、

出力状況は異なる。(日建連調べ)

カテゴリ2：モデル間情報比較
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■ まとめ

⚫ 基本情報や躯体情報は建物形状が簡易であれば、各BIMソフトが
保有している機能と市販ソフトを用て概ね情報が出力され、比較
照合が可能である。しかし、各BIMソフトから「位置情報」の
出力が現状困難である。
将来的には各BIMソフトのみで「位置情報」も含めた、必要な
各種情報が出力される機能が実装されることを期待する。

カテゴリ2：モデル間情報比較

⚫ 建物形状や躯体形状が複雑になるにつれ、BIMモデルから出力で
きる情報が少なくなる傾向にある。
またBIMモデルに入力されているパラメータは各社異なる。
今後「BIMモデル承認」を普及させるには、BIMモデルに入力さ
れるパラメータの整理と標準化が業界として必要である。
さらに、BIMモデルから出力される情報のフォーマットの統一化
も望まれ、情報を比較照合するシステムの開発も望まれる。
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カテゴリ3：基準照査
■ ワークフロー

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6 STEP 7

鉄骨FAB

ゼネコン

設備
サブコン

鉄骨

モデル

作成

比較

照合

梁貫通孔

要求CSV

再提出

スリーブ

再検討

梁貫通孔

要求CSV

提出

鉄骨

モデル

IFC提供

梁貫通孔

要求CSV

取込

スリーブ

離隔

チェック

リング補強

計算条件付与

CSV提出

スリーブ

検討

梁貫通孔

要求CSV

再取込

スリーブ

離隔

再チェック

リング補強

計算条件付与

CSV再提出

※赤文字：次頁以降の説明資料掲載内容を示す
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■ 設備スリーブ間隔の離隔チェック 実施例

カテゴリ3：基準照査

STEP1 鉄骨BIMモデル作成 STEP2 設備サブコンスリーブ検討
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梁貫通孔要求csv例

スリーブの形状・大きさ・位置を一覧で表示される

カテゴリ3：基準照査
■ 設備スリーブ間隔の離隔チェック 実施例

STEP3 設備モデルから梁貫通孔要求csv出力 STEP3 梁貫通孔要求csvを鉄骨BIMソフトに取り込み

鉄骨BIMモデルに設備スリーブが反映される
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リング補強計算条件付与csv例

スリーブの情報とスリーブが配置される梁の情報が出力される

カテゴリ3：基準照査
■ 設備スリーブ間隔の離隔チェック 実施例

STEP4 リング補強計算条件付与csvを鉄骨BIMソフトから出力
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設計時のルール エクセルを用いた判定例

スリーブ間隔の規定

スリーブの上下フランジの離隔の規定

スリーブ間隔の設定

スリーブの上下フランジの離隔の規定

カテゴリ3：基準照査
■ 設備スリーブ間隔の離隔チェック 実施例

STEP4   鉄骨BIMソフトから出力した、リング補強計算条件付与csvを利用して、

エクセルによるスリーブ離隔判定チェック
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■ まとめ

⚫ 鉄骨スリーブの離隔チェックの一例を示したが、設計時の条件等が
データ化されていれば、鉄骨スリーブに関して設計条件を満足して
いるかどうかは、概ねエクセル等を用いて確認することができる。
ただし、各プロジェクト毎でエクセル等の計算式を変更して運用す
ることは、効率的ではないと考えられる。
将来的には照合する項目が標準化され、その照合項目をシステムで
照合できるようになることが望まれる。

カテゴリ3：基準照査

⚫ 現在では、BIMモデル承認における「基準照査」においては、
照合できる項目は非常に少ない。
今後は、設計時のルールがデータ化(例：特記仕様書のデータ化)
されることにより、照合できる項目は増えてくると思われる。
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STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

カテゴリ4：機能・性能評価
■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 ワークフロー

鉄骨FAB

ゼネコン

設備
サブコン

モデルの

重合せ

鉄骨

モデル

作成

設備

モデル

作成

スリーブ

位置

仮合意

梁貫通

CSV

出力

梁貫通孔

要求CSV

取込

干渉

チェック

モデルの

再重合せ

情報

提供

情報

提供

情報

提供

情報

提供

※赤文字：次頁以降の説明資料掲載内容を示す
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STEP1 鉄骨・設備（機械・電気）のモデル準備
（設備でスリーブ径・位置を入力）

STEP2,3 重ね合わせて、スリーブ検討・調整開始
スリーブ位置仮合意

■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 Solibri Office編

カテゴリ4：機能・性能評価
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■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 Solibri Office編

カテゴリ4：機能・性能評価

STEP4 設備モデルから梁貫通孔要求csv出力
→鉄骨BIMソフトに読み込む

STEP4 梁貫通孔要求csv取り込み後の鉄骨
モデルをSolibriへ取込
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０になればその組合せでの
クリアランスチェックOK

０になった時に表示

■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 Solibri Office編

カテゴリ4：機能・性能評価

STEP5 鉄骨・設備再調整モデルを用いて重ね
合わせモデル作成し、干渉ルール設定

STEP6 干渉チェックを実施し干渉箇所を確認
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■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 Navisworks Manage編

カテゴリ4：機能・性能評価

STEP1 鉄骨・設備（機械・電気）のモデル準備
（設備でスリーブ径・位置を入力）

STEP2,3 重ね合わせて、スリーブ検討・調整開始
スリーブ位置仮合意
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カテゴリ4：機能・性能評価
■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 Navisworks Manage編

STEP4 設備モデルから梁貫通孔要求csv出力
→鉄骨BIMソフトに読み込む

STEP4 梁貫通孔要求csv取り込み後の鉄骨
モデルをNavisworksへ取込
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カテゴリ4：機能・性能評価
■ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認 Navisworks Manage編

STEP5 鉄骨・設備再調整モデルを用いて重ね
合わせモデル作成し、干渉ルール設定

STEP6 干渉チェックを実施し干渉箇所を確認
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■ 免震層のクリアランス確認 ワークフロー Solibri Office編

カテゴリ4：機能・性能評価

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

ゼネコン

設備
サブコン

モデルの重合せ

免震上部モデル・

免震下部モデル作成

免震上部モデルと

免震下部モデルを

仕分け

免震上部モデル・

免震下部モデル作成

クリアランス

チェック

※赤文字：次頁以降の説明資料掲載内容を示す
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建物側モデル

（各工種）

地球側モデル

（各工種）

カテゴリ4：機能・性能評価
■ 免震層のクリアランス確認 Solibri Office編

STEP2 重ね合わせモデルを作成
（必要なモデルを読み込み位置調整）

STEP3 免震下部（地球側）と免震上部（建物側）
のモデルを仕分けを行う。
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481.81mmと表示
→700mm未満なので
NG

建物側モデル

（各工種）

地球側モデル

（各工種）クリアランス
チェック

建物側モデル

（各工種）

チェック結果を確認して検討

０になればその組合せでの
クリアランスチェックOK

０になった時に表示

カテゴリ4：機能・性能評価
■ 免震層のクリアランス確認 Solibri Office編

STEP4 一般干渉ルールで建物側と地球側を設定
クリアランスチェック
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■ 免震層のクリアランス確認 ワークフロー Navisworks Manage編

カテゴリ4：機能・性能評価

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4

ゼネコン

設備
サブコン

モデルの重合せ

免震上部モデル・

免震下部モデル作成

アニメーション

設定

免震上部モデル・

免震下部モデル作成

クリアランス

チェック

※赤文字：次頁以降の説明資料掲載内容を示す
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建物側モデル

（各工種）

地球側モデル

（各工種）

タイムライン画面

必要なクリアランスを半径とした円運動を均等にタイムライン上に
プロットしている

■ 免震層のクリアランス確認 Navisworks Manage編

カテゴリ4：機能・性能評価

STEP2 免震上部と免震下部のモデルを読込
重ね合わせモデル作成

STEP3 免震下部（地球側）のモデルを選択し、
アニメーション機能を利用して
必要なクリアランスの分動かすように指定
（クリアランスを半径とした円運動になる）
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チェック結果を確認して検討

設定したアニメーションを指定して、
「テストを実行」。

カテゴリ4：機能・性能評価
■ 免震層のクリアランス確認 Navisworks Manage編

STEP4 ClashDetective(干渉チェック)で
選択A(地球側)、選択B(建物側)を設定
干渉チェックを実施する
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⚫ 鉄骨と設備スリーブの整合性確認において、主に鉄骨・設備関連のソフ
トウェアとの連携手法を確立することで、更に承認行為の効率化を
図れる点に可能性を感じた。

■ まとめ

カテゴリ4：機能・性能評価

⚫ 免震層のクリアランスチェックにおいて、地球側・建物側のどちらかに
設備のフレキシブル継手などを含めると、干渉が０になることがな
い。０にするためには対象部分のモデルはクリアランスチェックに
含めない運用をする必要がある。

⚫ 現在BIMモデル承認における「機能・性能評価」は、機械的な
チェックのみで干渉箇所を０にするのは難しく、適用できる項目は
やや少ない。多少の人の判断が入ればクリアできる検討はあるので
、定義を見直すことで難易度は下がる。
今後はソフト間でのデータ連携手法や評価手法が確立していくにつ
れ、検証できる項目は増えていくと思われる。
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講評・まとめ

⚫ 本年度グループBでは、「BIMモデル承認0.5」の実証を行った。
2021年度の報告書でも示した通りの結果となった。
各社で使用するBIMソフトやBIMモデルに持っている情報が異な
る状況ではあるが、「BIMモデル承認0.5」の実証は概ね出来たも
のと考える。
今後の課題として、現在汎用的に使用されている「IFC」や「ST-
Bridge」等の中間フォーマットが持つ情報との連携及び承認方法
を検討する必要がある。

⚫ 今後「BIMモデル承認」を普及させるには、
・BIMモデルに入力されるパラメータの整理と標準化
・各種基準(特記仕様書・標準仕様書等)のデータベース化の充実
・シミュレーションでの評価手法の確立
・照合項目の標準化とその照合手法のシステム化
を業界としてまとめていく必要があると考える。
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